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研究成果の概要（和文）：本研究は、2016年で誕生百周年を迎えた前衛芸術運動ダダについて、とくにベルリン・ダダ
のメンバーであった美術家ハンナ・ヘーヒに焦点をあてて再評価を試みたものである。ヘーヒその他のダダイスト、お
よび交流のあった前衛芸術家の作品や資料を調査することで、「反芸術」や破壊といった否定的な側面が強調されてき
たダダイズム運動のなかで、ヘーヒをはじめとするダダイストの独創的な創作が、今日の現代芸術にあたえた影響力と
いう点で、きわめて重要な意義をもつものであることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at revaluating the avant-garde movement Dada, which celebrates 
the 100th anniversary in 2016, with special reference to Hannah Hoech, a female member of Berlin Dada.
By investigating the artworks and materials of Hoech and other artists, it was made clear that, although 
Berlin Dada is generally regarded as radical and destructive anti-art movement, Hoech and other Dadaists 
created very unique artworks which can be considered as significant and far-sighted in terms of the 
influence on the contemporary art practices.

研究分野：表象文化論、20世紀美術史、ジェンダー表象論

キーワード： 表象文化論　美術史　ジェンダー論　前衛芸術　写真　ダダイズム　ドイツ視覚文化　人形
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）国内外の研究動向 

①ダダの再検証：ヨーロッパのダダイズムは、

第一次大戦下にスイスのチューリヒとアメ

リカのニューヨークに起こった前衛芸術で

あり、従来は価値破壊的な「反芸術」の運動

と見なされ、後続するシュルレアリスムや構

成主義に至る過渡的な現象と位置づけられ

がちであった。しかし、2016 年にダダ誕生か

ら 100 周年を迎えるのを機に、この運動が現

代芸術に与えた影響を再評価する研究が近

年、欧米で次々と公表されている。1990 年代

にチューリヒ・クンストハウスで開催された

展覧会「Dada global」（1994）が、ダダを国

際的ネットワークで結ばれた「芸術のグロー

バル化」として描きだし、2000 年代に入って

は Rudolf Kuenzli の著書 Dada(2006) やワシ

ントン国立美術館のダダ展「Dada: Zurich, 

Hannover, Cologne, New York, Paris」(2006)

が、現代芸術・文化論を踏まえて、これまで

見過ごされていたダダの創造的意義を多角

的に検証している。 

②ハンナ・ヘーヒ研究：ハンナ・ヘーヒ

（Hannah Höch 1889～1978）は、ベルリン・

ダダの理論的指導者ラウール・ハウスマンと

のパートナーシップをつうじてダダの思想

的側面を共有した存在として、その実践であ

る作品とともに 80 年代以降とくに注目を集

めてきた作家である。彼女の制作したフォト

モンタージュと出版マスメディア文化との

深い関わりに焦点をあてたアメリカの研究

書 Maud Lavin ,Cut with the Kitchen  

Knife(1993)や、ドイツで 2011 年に刊行され

た 初 の 浩 瀚 な 伝 記 、 Cara 

Schweitzer,Schrankenlose Freiheit für 

Hannah Höch などにより、ヘーヒのダダ以後

のオランダ構成主義者やバウハウスとの交

流など、1920 年代ヨーロッパにおける前衛と

の接触があきらかにされている。 

③国内の研究状況：日本におけるダダの造形

芸術研究は、フランスを中心にマルセル・デ

ュシャンや「前シュルレアリスム段階」での

マックス・エルンストに限定される傾向があ

る。ドイツのダダについては、平井正『ダダ

／ナチ』（全 3巻、1993-94）を初めとし、シ

ュヴィッタースに焦点をあてた河本真理『切

断の時代』(2007)、およびダダの身体表現を

論じた香川檀『ダダの性と身体』（1998）、第

一次対戦と美術の関係を論じるなかでダダ

に言及した河本真理『葛藤する形態』（2011）

などが見られるが、まだ本格的なドイツ・ダ

ダイズムの美術研究書は編まれていない。 

（２）これまでの研究成果と着想の経緯 

①ダダイズム研究：申請者は 1990 年代初頭

よりドイツのダダイズムと、その女性メンバ

ーに関する資料調査を行ない、ハンナ・ヘー

ヒについては 1989 年の生誕 100 年展（ベル

リン）をはじめ、91 年には遺族のもとを訪問

して遺作や遺品を調査し、ドイツのダダに関

する著書『ダダの性と身体――グロス・エル

ンスト・ヘーヒ』（ブリュッケ、1998 年）に

まとめた。 

②表現技法の分析 

 上記『ダダの性と身体』を上梓して以降は、

ダダの総論というよりも、各論としてヘーヒ

やシュヴィッタースなど個別作家の表現技

法について３本の論文を執筆し、共著書や論

集に発表した。人形論「アレゴリー的身体―

―人形装置と〈聖なる憂い〉」、小林康夫・松

浦寿輝編『表象のディスクール ３（身体）』

東大出版会、2000／フォトモンタージュ論

「テクノロジーと<新しい女>の相互浸透」、

田丸理砂・香川檀編『ベルリンのモダンガー

ル』三修社、2004／コレクション論「蒐集ア

ートの一起源として見たコラージュ／モン

タージュ――ハンナ・ヘーヒ《わたしの家

訓》」（『武蔵大学人文学会雑誌』第38巻１号、

2006）。これら個別の作品研究から、もう一



度、最近の海外におけるダダ研究の知見と新

たに発見された作品などを採りいれ、視野を

拡げたダダ論に着手する必要性を感じた。 

 
 
２．研究の目的 
 
（１）概要 

本研究は、戦前 1910～1920 年代のドイツ

における前衛美術、とくにダダイズムの造形

実験について、ベルリン・ダダのメンバーで

あったハンナ・ヘーヒに焦点をあてて調査を

行うものである。ダダを現代芸術の源泉とし

て再評価する近年の海外の研究を踏まえつ

つ、「メディア美学」「移動と越境」「ジェン

ダー」の点で重要な意味をもつヘーヒについ

て、彼女のダダ以後の展開もふくめ体系的に

調査する。日本におけるダダイズム再考のた

めの基盤的な研究を目指すとともに、ヘーヒ

に関する本格的モノグラフを著すことを最

終的な目標とする。 

以上の目的のために、ダダ期においてヘー

ヒとハウスマンが模索した造形実験と、ダダ

以後のヘーヒ独自の展開を、とくにメディア

論、作家たちの移動による「地政学」、そし

てジェンダー論の視点から詳しく検証する。

これにより、日本におけるダダイズム研究と

1920 年代を中心とした前衛研究の欠落を補

うものである。 

（２）具体的な研究構想 

 本申請は平成25-27年度の３年間を科研費

交付の対象期間とし、期間内に予定していた

研究の構想は次の３点から成る。 

①ダダイズム運動全般にわたる最新の研究

動向の、体系的な調査：近年のダダ再評価の

内容を把握し整理する。ダダの思想的基盤を

再考察するとともに、彼らがキャバレーの演

目として行なった舞踊やパフォーマンス、人

形劇、写真や映画などについての新知見を吟

味する。また、1910～30 年代の美術家たちの

国際的な移動と交流による影響関係をあき

らかにする。 

②ハンナ・ヘーヒ研究：近年、相次いで刊行

されているヘーヒの作品論や伝記を研究す

る。申請者がこれまで収集した遺品・資料を

あわせ、近年ようやく全貌が公開されたベル

リンの州立現代美術館（ベルリン・ギャラリ

ー）アーカイヴのヘーヒに関する資料を調査

する。それによって、ダダの思想と実践を促

した人間関係や、当時のダダ運動内部の事実

関係をあきらかにし、前衛芸術運動に関わっ

た女性芸術家の問題というジェンダー研究

につなげる。 

③表現技法の分析：とくにダダのフォトモン

タージュやアサンブラージュ、イメージ・コ

レクション（アルバム／アトラス形式）、人

体オブジェ（人形）、写真とフォトグラムな

どの技法や作品ジャンルに焦点をあて、この

時期の前衛の実験が 20 世紀美術にもつ意義

を再考する。 

（３）予想される結果と意義 

①ワイマール期を中心とした 1910～30 年代

ドイツの前衛美術については、バウハウスや

構成主義、あるいは表現主義などの研究が日

本では主流であり、ダダを基軸にした戦前ド

イツ美術研究はほとんど行われていない。そ

の意味で、ダダ研究の遅滞をリカヴァーする

意義をもっている。とくに、1920 年代のベル

リンというモダニズム都市におけるヘーヒ

のフォトモンタージュは、メディア論として、

またジェンダー論として独創的な価値をお

びている。 

②本研究は、まもなくダダ誕生 100 年を迎え

るなかで、ダダ再評価と現代美術の系譜の再

考に先鞭をつける研究といえる。近年、公開

されたヘーヒの遺品アーカイヴを調査する

ことによって、運動や交流の事実関係があき

らかにされ、我が国における戦前ヨーロッパ

前衛研究ひいては戦後の芸術研究に、大きな

資料的・理論的な貢献をするものと考えられ

る。 

 



３．研究の方法 
 

ダダを中心とする戦前ドイツの前衛芸術に

関する総論的な研究と、ハンナ・ヘーヒ個人

の作家論を軸に据えたベルリン・ダダをめぐ

る個別研究とを、有機的に組み合わせていく。 

また、日本国内でも戦前の前衛に関する展覧

会や、表現手法の点で関連するジャンル（写

真、フォトモンタージュ、人形など）の展覧

会があれば、これを視察調査に行く。 

 

（１）戦前ドイツの前衛運動とダダに関する

資料収集と作品研究。ダダ再考のための焦点

を絞りこむために、ダダとその周辺の前衛に

関する総論的な資料収集と作品研究に重点

をおく。申請者が 2012 年３月まで客員研究

員として在籍していたベルリン・フンボルト

大学の図書館をはじめ、プロイセン文化財団

の美術図書館などを調査する。チューリヒの

美術館クンストハレによる展覧会カタログ

“Dada global”(1994)や、ワシントン国立

美術館による展覧会カタログ”Dada: Zurich, 

Hannover, Cologne, New York, 

Paris”(2007)が当面もっとも参考となる手

がかりであるが、ヨーロッパにおける現地調

査を実施することで、地域別、表現ジャンル

別の詳細な調査をめざす。これまで散発的に

しか行うことのできなかった資料調査と作

品研究を集中的に行なうことによって、国際

的な拡がりをもったダダ運動の概要を把握

するとともに、近年の新たな発見や、研究の

動向なども確認する。 

（２）ハンナ・ヘーヒのアーカイヴ調査。ヘ

ーヒは、自身の作品とともに、ダダやその他

の前衛芸術に関するドキュメントを大量に

保管しており、死後、すべてをベルリン市に

寄贈した。その大部分を保有しているのが、

ベルリンの州立現代美術館（ベルリン・ギャ

ラリー）である。ここの「アーティスト・ア

ーカイヴ」では、2001 年に、遺品として寄贈

された手紙、ダダの宣言文や機関誌原稿、日

記、その他のドキュメントを３巻本の『ハン

ナ・ヘーヒ――人生コラージュ』（Hannah Höch 

-–eine Lebenscollage）として出版している。

申請者は、すでに 90 年代初頭、ここのアー

カイヴと作品保存庫を訪れ、資料の存在を確

認している。しかし、このときヘーヒの遺志

により非公開とされていた資料が、2000 年代

後半に入ってようやく公開され、出版されて

いない大量のドキュメントを閲覧できるよ

うになった。Hanna 

（３）ドイツをはじめとする海外の研究者と

の交流。戦前ドイツの前衛芸術についての研

究者は多くいるが、とくに身体表現、写真、

フォトモンタージュ、パフォーマンスといっ

たダダの表現技法に関する研究や、前衛運動

とジェンダーに関する批評的仕事を行なっ

ている研究者とコンタクトを図る。 

 

（４）調査の総括・研究成果の公開と、日本

の美術界に向けた情報発信。本研究は、日本

とドイツ、そして英米の前衛美術（とくにダ

ダ）研究ならびにジェンダー研究の交流や研

究成果の共有が期待される。そのために、申

請者が所属する「イメージ＆ジェンダー研究

会」や「表象文化論学会」「美学会」「日本ド

イツ学会」などで随時、成果を発表していく。 

    

４．研究成果 
 

（１）主な成果 

①ダダとヘーヒに関する新知見：ベルリン・

ダダの活動の詳細、およびヘーヒのそれへの

関与の実態を資料から検証することができ

た。とくに、ヘーヒのフォトモンタージュや

人形作品について、成立事情や作品解釈につ

いてのドイツにおける諸研究を調査できた。

さらに、20 年代のヘーヒの絵画作品について、

制作・展示活動の状況が明らかになった。こ

れにより、ダダ運動における絵画実験の「ダ

ダ以後」における展開や、シュルレアリスム



運動との関わりについても有益な知見が得

られた。ヘーヒ 30 年代の作品として近年注

目を集めている写真集《アルバム》について

も現物を実見し刊行された資料の誤りなど

を確認でき、訂正版に基づいた研究が可能に

なった。これらについては、雑誌および図書

への寄稿論文で成果を発表したほか、国際学

会でも発表を予定している。 

②資料収集と研究交流：ダダに関して、米国

アイオワ大学のダダ・アーカイヴ＆研究セン

ターの叢書をはじめ、博士論文を多数収集し

た。また、2000 年以降ドイツで精力的に出版

されているダダやハンナ・ヘーヒの文献を収

集し、ダダとジェンダーに関する研究の蓄積

も追跡することができた。資料収集で助力を

得たベルリン州立近現代美術館（ベルリニッ

シェ・ガレリー）の学芸員とは今後も交流を

図ることになっている。また、元ボッフム大

学教授で現在ブラウンシュヴァイク芸術大

学教授のカタリーナ・ズュコラ氏と知己を得、

19～20 世紀の視覚芸術とジェンダーについ

て、今後も研究交流をはかる予定であり、

2016 年 8月には、マンハイム美術館で開催中

のハンナ・ヘーヒ展を機に、ドイツを代表す

るハンナ・ヘーヒ研究者を数名、紹介いただ

くことになっている。 

③研究会／公開講座／論文刊行 

ヘーヒのコラージュ技法と比較するうえで

重要な日本の作家、桂ゆきについて、イメー

ジ＆ジェンダー研究会を開催し、議論を行な

った。また、申請者の本務校である武蔵大学

の公開講座にて講師を務め、ダダをはじめと

する前衛芸術運動における人形のモチーフ

について講演した。さらに、ダダのような前

衛芸術がはらむ破壊性や暴力性をジェンダ

ーの視点から考察する講演を、国立新美術館

で行なった。戦前の前衛芸術であるダダと、

戦後アートとを結ぶ論考を、雑誌や美術館紀

要などに発表した。 

 

（２）研究成果の国内外における意義 

戦間期ドイツの視覚芸術に関する研究は、日

本ではバウハウス関係もしくはマックス・エ

ルンストやクルト・シュヴィッタースといっ

た個人作家の研究に限定され、国際的なダダ

運動の一環であるベルリン・ダダについて本

格的な研究がなされていない。2016 年にダダ

誕生百周年を迎えた現在、ダダ再考の研究を

発表する意義はしたがって大きい。一方、ド

イツでは、日本版画の研究者であったベルリ

ン工芸美術館の付属学校教授エミール・オル

リークの生徒であったベルリン・ダダのメン

バーが日本文化に大きな関心を寄せていた

ことが知られ、いま日本の研究者がベルリ

ン・ダダとハンナ・ヘーヒに異文化の目から

光を当てることに期待が寄せられている。 

（３）今後の展望 

ベルリン・ダダとハンナ・ヘーヒに関する研

究を総括し、戦後アートへの展開と次世代に

よる継承についても調査を継続し、来年度に

は図書として発表したい。併せて、ヘーヒの

作品を所蔵する国内美術館の学芸員と連繋

して、ヘーヒとダダに関する公開講演会など

を企画したい。また、前衛とジェンダーに関

するドイツの研究者を日本に招聘し、講演会

を行うつもりである。 
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